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治
タイプライタ
未成年後見人の
管理計算期間伸長
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申立人の戸籍謄本　１通、相手方の戸籍謄本　　通
被後見人の戸籍謄本　１通
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治
タイプライタ
申立人が未成年被後見人の財産管理の計算をする期間を平成＊＊年＊＊月＊＊
日まで伸長する審判を求める。

治
タイプライタ
１　未成年後見人は平成＊＊年＊＊月＊＊日から未成年後見人に就任し、職
務を行なってきましたが、未成年被後見人は平成＊＊年＊＊月＊＊日に成年
に達し、後見は終了しました。
２　未成年後見人は仕事の都合でアメリカに出張しており、法的期間の２ヶ
月以内に管理計算を終了することができません。
３　帰国は平成＊＊年＊＊月を予定しております。
４　申立の趣旨記載のとおりの審判を求めます。




